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員委 会 報 告

建
設
経
済

文
教
厚
生

総
　
務

市道の法面崩壊（岱明町野口）

金栗四三氏の住家 瀬戸口公園（愛称：金栗瀬戸口公園）

前田 正治
　玉名市学校給食センター調理運搬業務委託契約で、
給食センター施設や設備、使用する光熱費は市が業者
に無償で提供し、献立作成食材の購入も市が行なって
いる。給食調理の請負契約は偽装請負の疑いを免れな
い。給食センターの業務は市の直営に戻すことが必要。

前田 正治
　家庭教育支援法は自民党が国会提出を意図してい
るもので、法案が成立すれば、公権力による家庭教育
への介入が危惧される。家庭教育の重要性について、
本市は既に家庭教育憲章の制定で熱心な取り組みを
実施している。したがって、この請願に反対。

前田 正治
　後期高齢者医療連合議会議員の定数が13人増とな
ることは評価するが、執行機関の長である首長が、広
域連合議会議員の多数を占める可能性がある。執行機
関の長が多数を占めると、執行上の矛盾から、連合議
会の議論が形骸化する懸念がある。規約変更に反対。

前田 正治
　憲法改正で自衛隊を９条に明記すれば、自衛隊を９
条２項から開放し、海外での武力行使に道を開き、自
衛隊に極めて重大な事態が切迫する。世論調査で国民
は、憲法改正をするよりも、景気雇用、年金、医療介護、
子育て・少子化などの対策を望んでいる。

議第103号　平成30年度一般会計補正
予算（第４号）について

請第２号　家庭教育支援法の制定を求め
る意見書の提出に関する請願について

議第115号　熊本県後期高齢者医療広域
連合規約の一部変更について

陳第２号　本格的な憲法改正論議を国会に
求める意見書の提出に関する陳情について

原案反対

原案反対

原案反対

原案反対

西日本豪雨災害復旧費

専決予算　1億478万円

金栗四三PR事業

住家及び瀬戸口公園等整備費

2,255万9千円

私は こう考える !!討論

　平成30年第４回定例会は、９月３日から９月27日ま

で開催された。提出議案は19件で、平成30年度補正

予算、条例制定、人事案件などであり、全て原案どお

り可決した。補正予算の主なものとしては、西日本豪

雨による災害復旧費や金栗四三ＰＲ事業に関するもの

であった。人事案件では、教育委員に笠久美子氏の再

任について同意した。また、平成30年度決算議案9件

については、本会議開会日に設置された決算特別委員

会へ付託され、継続審査となった。（平成30年10月22

日から23日に決算特別委員会開催。）

第４回定例会（９月）

地域おこし協力隊について

質問 	地域おこし協力隊のこれまでの実績はどうか。また、

今後も継続していくのか。

答え 	平成26年から29年まで２名採用し、薬草を活用し
たまちづくりや市内外への情報発信を担ってもらっ
た。来年度２名の採用を考えている。地域の発展や
活性化のための調査研究を行なう地域活性化研究員、
玉名の魅力を発掘し、情報発信を行なってもらうプロデューサー的な人材を想定している。

公共交通不便地域の解消は

質問 	公共交通不便地域のアンケート調査はどの地域で行なうのか。エリアの線引きは。

答え 	豊水・伊倉・八嘉・玉陵・玉水・小天・小天東の７小学校区でのアンケート結果を基に、
市全域での公共交通を模索していく。クローズアップされている地域もあるが、バス路線
の改編を含めた全域の検討を今後は行なっていく。

金栗四三ゆかりの地とドラマ館等を結ぶ

質問 	金栗四三ＰＲの循環バスの内容と、運行期間での見直しは。

答え 	循環バスは平成31年１月中旬から１年間、大河ドラマ館を起点に金栗氏ゆかりの地、玉
名温泉、新玉名駅などをめぐるルートを予定している。平日で１時間に１便計画している
が、運行状況に応じて調整していく。

防火林道（石貫地区）の法面崩落

質問 	７月の豪雨による防火林道の崩落は以

前と同じ場所か。またその補修方法は。

答え 	平成23年度に崩落した場所とほぼ同じ
箇所で、通常の土砂の崩落状態と考え
られ、災害復旧方法は原形復旧が前提
であることから、植生マット工による
復旧を考えている。

小学校スクールバス運行業務見直しは

質問 	小学校スクールバス運行業務について、地元業者にも機

会を与えるため、路線ごとでの契約は。

答え 玉陵小学校区７路線については、運用上、安全性・路線
の整合性を考えると、ひとつの業者にお願いしたほうが
よいと考える。大浜小学校区は１路線でもあり、地元業
者にも機会を与えるべきと考えるため、次の契約は、玉
陵小学校区で１本、大浜小学校区で１本と考えている。

玉名中学校の体育館と技術室の整備計画は

質問 	玉名市公共施設長期整備計画では、平成２９年度より、体育館は大規模改修、技術室は

建てかえとなっているが、実質的な予算・計画はどうなっているか。

答え 体育館の大規模改修、技術室の建てかえについては、本年度、学校施設長寿命化計画の策
定に取り組んでいる。計画策定後、財政課と協議しながら進めていきたい。

平
成
30
年
９
月
20
日
開
催

平
成
30
年
９
月
19
日
開
催

平
成
30
年
９
月
18
日
開
催

地域おこし協力隊「薬草の会」

小岱山防火林道（石貫側）法面崩落

スクールバスを利用する児童たち



45 2018.11.1 たまな市議会だより　No.522018.11.１ たまな市議会だより　No.52

質問答え

11日の質問議員

坂本　公司･･･････････････ 5ページ

多田隈啓二･･･････････････ 6ページ

西川　裕文･･･････････････ 6ページ

松本　憲二･･･････････････ 7ページ

近松惠美子･･･････････････ 7ページ

12日の質問議員

前田　正治･･･････････････ 8ページ

德村登志郎･･･････････････ 8ページ

赤松　英康･･･････････････ 9ページ

吉田　憲司･･･････････････ 9ページ

古奥　俊男･････････････ 10ページ

13日の質問議員

田畑ひさよし･･････････ 10ページ

吉田真樹子･････････････ 11ページ

北本　将幸･････････････ 11ページ

江田　計司･････････････ 12ページ

今期定例会の一般質問は９月11日㈫、12日㈬、13日㈭の３日間にわたり行なわれました。

こが聞きたい
一 般 質 問

こ
質
問

質
問

人　　　事

　教育委員会委員の任命について同意しました。

（敬称略）

★教育委員会委員　　笠
りゅう

　久
く み こ

美子

議番号 議　　　案　　　名

議第93号 専決処分事項の承認について	 専決第10号
平成30年度玉名市一般会計補正予算（第3号）

議第104号 平成30年度玉名市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号）

議第105号 平成30年度玉名市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）

議第106号 平成30年度玉名市九州新幹線渇水等被害対策事業特別会
計補正予算（第2号）

議第107号 玉名市長等の給与の特例に関する条例の制定について

議第108号 玉名市附属機関の設置等に関する条例の一部を改正する条
例の制定について

議第109号 玉名市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議第110号 玉名市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

平成30年第４回定例会　議案の審議結果
■全会一致で承認、可決した議案

議番号 議　　　案　　　名

議第111号

玉名市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに
指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支
援の方法の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定
について

議第112号 玉名市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営
の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議第113号
玉名市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設
備及び運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

議第114号 地方独立行政法人くまもと県北病院機構設立組合規約の一
部変更について

議第116号 工事請負契約の変更について

議第117号 教育委員会委員の任命について

議員提出第2号 決算特別委員会の設置について

■賛否の分かれた議案

議　　案

坂
本　

公
司

吉
田
真
樹
子

吉
田　

憲
司

一
瀬　

重
隆

赤
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英
康

古
奥　

俊
男

北
本　

将
幸

多
田
隈
啓
二

松
本　

憲
二

德
村
登
志
郎

城
戸　
　

淳

西
川　

裕
文

嶋
村　
　

徹

内
田　

靖
信

江
田　

計
司

近
松
惠
美
子

福
嶋　

讓
治

前
田　

正
治

作
本　

幸
男

森
川
　

和
博

中
尾　

嘉
男

田
畑
ひ
さ
よ
し 議決結果

（
新
生
ク
）

（
創
政
未
来
）

（
創
政
未
来
）

（
自
友
ク
）

（
市
民
改
革
）

（
新
生
ク
）

（
創
政
未
来
）

（
創
政
未
来
）

（
自
友
ク
）

（
公
明
党
）

（
新
生
ク
）

（
新
生
ク
）

（
市
民
改
革
）

（
自
友
ク
）

（
無
会
派
）

（
新
生
ク
）

（
無
会
派
）

（
共
産
党
）

（
新
生
ク
）

（
市
民
改
革
）

（
新
生
ク
）

（
市
民
改
革
）

議第１０３号 平成30年度玉名市一般会計補正予算（第４号） ○○○○○○○○○○○○○○○○欠席×○○
議
長○

原案可決
（賛19、反1）

議第１１５号 熊本県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更について ○○○○○○○○○○○○○○○○欠席×○○
議
長○

原案可決
（賛19、反1）

意見書案第2号 家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出について ○○○○○○○○○○○○○○○○欠席×○○
議
長○

原案可決
（賛19、反1）

意見書案第3号 本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出について ○○○○○○○○○○○○○○○○欠席×○×
議
長×

原案可決
（賛17、反3）

※新生ク…新生クラブ／自友ク…自友クラブ／創政未来…創政未来／市民改革…市民改革クラブ／無会派…会派に属さない議員

第４回定例会（９月）

特別委員会の構成委員の紹介

◆決算特別委員会（10人） 	 平成30年９月３日　選任

（◎は委員長、○は副委員長、敬称略）

◎北本　将幸　　○吉田　真樹子

　坂本　公司　　　一瀬　重隆　　　赤松　英康　　　松本　憲二

　德村　登志郎　　西川　裕文　　　前田　正治　　　田畑ひさよし

請願・陳情 審議結果
件　　　　名 所管委員会 委員会結果 本会議最終結果

請第２号 家庭教育支援法の制定を求める意見書の提出に関する請願 文教厚生委員会 採　択
（全員一致）

採　択
（賛成多数）

請第３号 玉名中学校体育館並びに技術室整備に関する請願 文教厚生委員会 採　択
（全員一致）

採　択
（全会一致）

請第４号 玉名小学校跡地の譲渡に関する請願 総務委員会 採　択
（全員一致）

採　択
（全会一致）

陳第１号 玉陵小学校及び玉陵中学校の駐車場の見直しを求める陳情 文教厚生委員会 継続審査
（全員一致）

継続審査
（全員一致）

陳第２号 本格的な憲法改正論議を国会に求める意見書の提出に関する陳情 総務委員会 採　択
（賛成多数）

採　択
（賛成多数）

質
問

本
市
で
も
年
に
何
名

か
は
、
親
か
ら
の
虐
待
に
よ

り
児
童
相
談
所
に
保
護
さ
れ

た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
聞
い
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
と
ら
れ
て
い

る
か
。

答
え

身
体
的
虐
待
や
重
度

ネ
グ
レ
ク
ト
、
性
的
虐
待
を

発
見
し
た
場
合
に
は
、
児
童

相
談
所
と
連
携
し
一
時
保
護

の
実
施
や
警
察
へ
の
通
報
を

行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
も
児
童
相
談
所
や
警

察
、
学
校
、
保
育
所
、
民
生

委
員
、
児
童
委
員
な
ど
で
つ

く
る
市
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
に
お

い
て
、
虐
待
の

状
況
把
握
と
情

報
共
有
に
努
め

て
い
る
が
、
今

後
ま
す
ま
す
の
連
携
強
化
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
市
母

子
健
康
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
て
い
る
乳
幼
児
家

庭
訪
問
や
定
期
健
診
、
相
談

に
お
い
て
児
童
虐
待
の
情
報

収
集
や
早
期
発
見
に
、
今
後

よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

さ
ら
に
は
児
童
虐
待
を
は

じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
が

抱
え
る
問
題
に
対
応
で
き
る

体
制
整
備
を
進
め
る
た
め
、

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
発
達
障
が
い
者
へ
の
支
援

◦
松
原
海
岸
に
つ
い
て

年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
児
童
虐
待
問
題
に
つ
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
ら
れ
て
い
る
か

虐
待
の
早
期
発
見
と
関
係
機
関
の
連
携
強
化

を
図
り
、さ
ら
な
る
支
援
体
制
を
整
え
て
い
く

坂本 公司
（新生クラブ）

○…賛成　×…反対
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一般質問一般質問

質
問

質
問

答
え

答
え

質問

質問

答え

答え

質
問

質
問

質
問

玉
名
に
住
ん
で
い
た

だ
く
人
を
増
や
す
た
め
に
市

外
の
方
が
玉
名
で
家
を
建
て

る
場
合
の
み
、
最
高
で
１
５

０
万
円
補
助
す
る
な
ど
の
優

遇
措
置
が
あ
る
。
し
か
し
、

市
税
を
納
め
続
け
て
き
た
市

民
と
し
て
は
不
公
平
感
が
あ

る
。
魅
力
あ
る
玉
名
づ
く
り

に
市
の
予
算
を
使
う
こ
と
の

ほ
う
が
公
平
で
あ
り
、
か
つ

効
果
的
と
考
え
る
。
本
市
の

定
住
促
進
事
業
の
成
果
と
今

後
の
考
え
を
伺
う
。

答
え

定
住
促
進
を
目
的
と

し
た
住
宅
取
得
補
助
事
業
開

始
か
ら
の
７
年
間
で
約
１
千

人
の
方
が
本
市
へ
転
入
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
、
転
入

者
の
約
62
％
が

「
移
住
の
決
め

手
と
な
っ
た
の
は
住
宅
取
得

補
助
金
制
度
」
と
回
答
さ
れ

て
お
り
、
一
定
の
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
今
後
は
、
本
事

業
を
継
続
し
な
が
ら
、
本
市

の
定
住
事
業
は
、
移
住
者
へ

の
支
援
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
現
在
、
玉
名
市
に

住
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
市
民

を
他
の
自
治
体
に
転
出
さ
せ

な
い
こ
と
も
重
要
な
視
点
で

あ
る
と
と
ら
え
、
関
係
部
署

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
新
た

な
施
策
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
費
用
対

効
果
に
つ
い
て

質
問

小
学
校
部
活
動
の
廃

止
に
対
し
て
児
童
・
保
護
者

の
方
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

教
育
行
政
と
し
て
き
め
細
や

か
な
対
応
が
必
要
と
思
う
が
、

本
市
に
お
い
て
影
響
す
る
児

童
数
は
。
ま
た
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
え

玉
名
市
立
小
学
校
16

校
に
お
け
る
平
成
30
年
度
の

部
活
動
の
加
入
児
童
数
は
、

６
９
６
名
で
、
３
年
生
以
上

の
児
童
総
数
２
千
２
９
６
名

の
約
30
％
に
あ
た
る
。
こ
の

う
ち
４
つ
の
小
学
校
で
は
、

既
に
部
活
動
を
引
き
継
ぐ
形

の
組
織
を
立
ち
上
げ
る
方
向

で
進
め
ら
れ
て
い
て
、
部
活

動
の
廃
止
に
よ

り
影
響
を
受
け

る
児
童
数
は
、

そ
の
加
入
数
を

除
く
と
４
０
０

名
ほ
ど
と
み
て
い
る
。
現
在
、

社
会
体
育
移
行
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
定
期
的
に
学

校
を
訪
問
し
、
移
行
後
の
受

け
皿
と
し
て
期
待
さ
れ
る
既

存
の
ク
ラ
ブ
や
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
の
情
報

提
供
を
行
な
っ
て
い
る
。
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ

る
予
定
の
４
つ
の
小
学
校
６

団
体
に
対
し
て
は
、
組
織
づ

く
り
や
規
約
作
成
に
つ
い
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
な
っ
た

り
、
今
後
と
も
、
可
能
な
か

ぎ
り
の
社
会
体
育
へ
の
移
行

支
援
を
行
な
っ
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
玉
陵
校
区
小
学
校
跡
地
利

用
計
画
に
つ
い
て

◦
熊
本
地
震
か
ら
の
教
訓
・

課
題
を
今
後
ど
の
よ
う
に

生
か
す
か

▲部活動を廃止されると困るのは子どもたち

来
年
４
月
の
小
学
校
運
動
部
活
動
廃
止

の
影
響
は

お
金
の
力
で
人
を
呼
び
寄
せ
る
の
で
は

な
く
、知
恵
で
人
を
呼
び
込
む
施
策
を
！

部
活
動
の
廃
止
に
よ
り
影
響
を
受
け
る

児
童
数
は
、約
４
０
０
名
と
み
て
い
る

移
住
・
定
住
促
進
の
新
た
な
施
策
に
つ

い
て
、関
係
部
署
と
連
携
し
検
討
す
る

質
問

現
在
、
本
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、
４
か
国
語
対

応
で
あ
る
。
今
年
５
月
開
設

さ
れ
た
観
光
案
内
サ
イ
ト

“
タ
マ
て
バ
コ
”
は
２
か
国

語
で
の
対
応
で
あ
る
。「
い

だ
て
ん
」
を
契
機
に
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
面
を
も
っ
と
充

実
さ
せ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や

交
流
人
口
の
増

加
を
図
り
、
若

年
層
か
ら
お
年

寄
り
ま
の
で
全

て
の
市
民
が
盛

り
上
が
り
、
玉
名
市
が
輝
き

続
け
る
施
策
を
。

答
え

本
市
の
公
式
観
光
案

内
サ
イ
ト
“
タ
マ
て
バ
コ
”

内
の
動
画
や
音
声
は
、
現
在
、

日
本
語
と
英
語
に
対
応
し
て

い
る
が
、
今
年
度
中
に
中
国

語
を
加
え
、
サ
イ
ト
内
の
テ

キ
ス
ト
文
章

を
多
言
語
化

対
応
さ
せ
る

な
ど
、
よ
り

イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
対
応
し

た
サ
イ
ト
に

し
て
い
く
。

ま
た
、
現
在

行
な
っ
て
い

る
「
タ
マ
に

ゃ
ん
の
指
揮

棒
探
し
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」

の
よ
う
な
企

画
や
、
ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て

紹
介
し
て
い
る
金
栗
四
三
氏

の
コ
ー
ナ
ー
も
大
河
ド
ラ
マ

の
放
送
開
始
に
向
け
て
、
充

実
を
図
り
、
よ
り
多
く
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
障
が
い
者
雇
用
の
現
状
に

つ
い
て

大河ドラマ「いだてん」放映終了後も、
玉名市民、玉名市が輝きつづけるように！

公式観光案内サイト“タマてバコ”の更
なる充実を図り、利用者の拡大に努める

質
問

“
玉
名
は
も
っ
と
輝

け
る
!! 

10
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
ま

ち
づ
く
り
”
の
予
算
に
新
玉

名
駅
周
辺
整
備
事
業
が
あ
る
。

整
備
事
業
の
中
で
も
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
重
要
で
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
整
わ
な
い
と
民
間

事
業
所
の
進
出
は
難
し
い
。

今
後
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
ど

の
よ
う
に
行
な

っ
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
整
備
に

か
か
る
費
用
の

財
源
の
考
え
は
。

　

市
が
用
地
を
先
行
取
得
し
、

一
体
的
に
整
備
を
進
め
る
考

え
は
な
い
の
か
。

答
え

今
年
度
６
月
、「
新

玉
名
駅
周
辺
等
整
備
基
本
計

画
」
を
策
定
し
た
。
概
要
と

し
て
は
、
整
備
区
域
内
の
道

路
・
上
下
水
道
・
排
水
路
と

い
っ
た
イ
ン

フ
ラ
の
整
備

を
行
な
い
、

民
間
施
設
等

を
誘
導
し
て

い
く
計
画
。

今
後
、
具
体

的
な
整
備
を

行
な
う
上
で
、

よ
り
詳
細
な

計
画
が
必
要

で
あ
る
た
め
、

実
施
計
画
を

策
定
す
る
中

で
、
整
備
内

容
・
事
業
費
を
決
定
す
る
。

財
源
に
つ
い
て
は
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
活
用

等
、
補
助
採
択
可
能
な
整
備

方
法
を
組
み
入
れ
な
が
ら
確

保
に
努
め
る
。
市
の
用
地
先

行
取
得
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
有
明
海
の
再
生
へ
の
取
り

組
み

◦
市
職
員
の
研
修
、
派
遣
に

つ
い
て

新玉名駅周辺整備について

インフラ・財源・整備手法について、今
後実施計画にて詳細な内容を決定する

▲玉名市が開発予定の新玉名駅周辺等整備基本計画
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新玉名駅周辺等整備基本計画 ▶ 4.新玉名駅周辺のまちづくり基本方針と実現のための施策 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

玉陵小・中 

地方独立行政法人  
くまもと県北病院機構  

河崎迫間２号線（延伸検討） 

ホームセンター 

国道 208 号玉名バイパス  

県道玉名八女線  

 1ha

0m 100m 500m

県道玉名立花線

整備予定区域

整備区域  
駅前広場  

新玉名駅  

大型家電量販店

市道寺町大坊線

西側駐車場

地域交流
ゾーン 

商業・居住  
ゾーン 

商業・観光  
ゾーン 

▲すべての市民が“黎明の鐘”となろう。

▲玉名に住んでみませんか!!

近松 惠美子
（新生クラブ）

多田隈 啓二
（創政未来）

松本 憲二
（自友クラブ）

西川 裕文
（新生クラブ）
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一般質問一般質問

質
問

質
問

答
え

答
え

質問

質問

答え

答え

質
問

質
問

質
問

今
年
も
２
２
０
人
以

上
の
死
者
を
出
し
た
西
日
本

豪
雨
が
発
生
し
、
毎
年
の
よ

う
に
豪
雨
災
害
が
発
生
し
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
10

年
前
に
整
備
計
画
が
策
定
さ

れ
た
境
川
も
毎
年
の
よ
う
に

氾
濫
し
、
被
害
が
発
生
し
て

い
る
。
地
域
住
民
に
は
、
一

向
に
事
業
が
進
ん
で
い
な
い

よ
う
に
映
っ
て
い
る
と
思
う
。

今
後
の
改
修
事
業
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
え

境
川
河
川
改
修
事
業

は
、平
成
20
年
度
か
ら
県
の

管
理
区
間
で
あ
る
県
道「
長

洲
玉
名
線
」に
架
か
る「
境
橋
」

上
流
か
ら
市
道「
南
大
門
橋
」

ま
で
延
長
１
千

１
０
０
ｍ
の
河

川
改
修
工
事
で

あ
る
。
市
の
管

理
区
間
で「
南

大
門
橋
」か
ら「
山
田
橋
」の
改

修
工
事
は
、平
成
27
年
度
か

ら
測
量
設
計
業
務
に
着
手
し

て
い
る
。
県
の
管
理
区
間
の

進
捗
状
況
は
、今
年
度
か
ら

国
道
２
０
８
号
線
か
ら
南
の

方
の
県
道「
長
洲
玉
名
線
」ま

で
の
蛇
行
し
た
河
川
を
直
線

的
に
す
る
た
め
の
捷
水
路
部

護
岸
工
事
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。ま
た
、河
川
の
ル
ー
ト
変

更
に
伴
い
、Ｊ
Ｒ
橋
の
新
設
が

必
要
と
な
り
、協
議
時
間
も

含
め
建
設
費
用
の
予
算
確
保

が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
市
職
員
等
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
（
被
服
）

◦
２
０
４
０
年
問
題
に
つ
い
て

質
問

玉
名
第
１
保
育
所
建

て
か
え
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　

来
年
10
月
実
施
の
保
育
料

無
償
化
で
、
保
育
所
待
機
児

童
に
つ
い
て
、
執
行
部
は
ど

の
よ
う
な
認
識
を
持
ち
、
そ

の
解
消
に
向
け
て
具
体
的
な

対
策
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

保
育
士
不
足
の
解
決
に
、
雇

用
条
件
が
安
定
し
、
身
分
が

保
障
さ
れ
る
正
職
員
の
採
用

を
行
な
っ
た
り
、
非
常
勤
職

員
と
し
て
３
年
勤
め
れ
ば
、

選
考
で
正
職
員
に
登
用
す
る

な
ど
の
対
策
が
必
要
と
思
う

が
、
執
行
部
の
見
解
は
。

答
え

玉
名
第
１
保
育
所
の

建
て
か
え
は
、

旧
庁
舎
跡
地
や

一
旦
凍
結
し
た

紅
葉
館
跡
地
の

ほ
か
、
適
当
な

民
有
地
が
な
い
か
調
査
し
て

い
る
。
保
育
料
の
無
償
化
で

待
機
児
童
が
増
え
る
可
能
性

が
高
く
、
そ
の
解
消
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
私
立
保
育
園
等
の

施
設
改
修
を
支
援
し
定
員
の

増
加
を
図
り
、
公
立
保
育
所

非
常
勤
職
員
の
報
酬
や
休
暇

制
度
等
の
処
遇
面
を
改
善
し

た
。
今
後
、
地
域
型
保
育
事

業
の
導
入
準
備
を
早
急
に
進

め
る
。
保
育
士
の
正
職
員
採

用
は
、
民
営
化
の
進
捗
や
退

職
の
動
向
等
を
見
て
検
討
す

る
。そ

の
他
の
質
問

◦
福
祉
事
務
所
に
お
け
る
生

活
保
護
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

▲体育館での運動会

玉
名
第
１
保
育
所
の
建
て
か
え
状
況
は
　保

育
士
の
正
職
員
採
用
で
待
機
児
童
の
解
消
を

境
川
の
改
修
事
業
が
進
ん
で
い
な
い
の

で
は

建
て
か
え
場
所
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
　採

用
は
民
営
化
の
進
捗
等
を
見
な
が
ら
検
討
す
る

今
年
度
か
ら
捷

（
※
）
水
路
部
護
岸
工
事
を
計
画
、課
題

は
Ｊ
Ｒ
橋
の
新
設
等
の
建
設
費
用
の
予
算
確
保

質
問

市
職
員
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

に
対
す
る
正
確
な
知
識
と
、

偏
見
の
有
無
に
つ
い
て
。
学

校
現
場
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

教
育
、配
慮
に
つ
い
て
。自
治

体
が
す
す
め
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
。
市
長
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の

認
識
と
見
解
に
つ
い
て
問
う
。

答
え

市
職
員

の
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に

対
す
る
偏
見
は

公
務
に
携
わ
る

者
と
し
て
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
理
解
を
深

め
る
た
め
の
職
員
研
修
の
実

施
を
検
討
す
る
。

　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
校

内
研
修
や
学
校
保
健
会
に
よ

る
講
演
会
の
取
り
組
み
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
校

内
の
更
衣
室
、
ト
イ
レ
、
授
業
、

部
活
動
、
修
学
旅
行
等
さ
ま

ざ
ま
な
場
面

で
の
配
慮
も

考
え
て
い
る
。

同
性
カ
ッ
プ

ル
を
自
治
体

が
公
に
婚
姻

に
準
ず
る
関

係
と
証
明
す

る
「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
」
は
、

県
内
他
自
治

体
や
全
国
の

動
向
を
把
握

し
な
が
ら
状

況
に
応
じ
て
必
要
な
措
置
を

講
じ
る
。
人
間
の
性
の
多
様

性
等
を
正
し
く
理
解
し
、
市

全
体
で
「
性
的
少
数
者
」
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

◦
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
の
来
年
度
以
降
の
取
り

組
み

◦
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
防
災
マ
ッ

プ
」「
子
ど
も
防
災
手
帳
」

の
提
案

◦
Ｌ
Ｌ
ブ
ッ
ク
の
導
入
に
つ

い
て

「誰もが住みやすい玉名のために」ＬＧ
ＢＴ政策について

市、学校現場等において「性的少数者」
の困難に対する理解を深める

質
問

玉
名
市
民
・
玉
名
市

出
身
者
が
、
レ
ス
リ
ン
グ
競

技
に
お
い
て
、
世
界
大
会
、

全
国
大
会
で
活
躍
し
て
お
り
、

本
市
の
誇
り
で
あ
る
。
今
後
、

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
に
限
ら
ず
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
並
び
に
国
際

大
会
等
で
、
メ
ダ
リ
ス
ト
と

な
る
選
手
が
、
本
市
か
ら
輩

出
さ
れ
る
こ
と

も
夢
で
は
な
い
。

そ
こ
で
、
メ
ダ

リ
ス
ト
に
報
奨

金
を
授
与
し
て

は
ど
う
か
。
こ
の
よ
う
な
観

点
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基

金
の
創
設
が
必
要
で
は
。

答
え

ク
ロ
ア
チ
ア
で
開
催

さ
れ
た
「
世
界
カ
デ
ッ
ト
レ

ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
」
で
、

本
市
在
住
の
大
野
真
子
選
手

が
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な

っ
た
。
他
に

も
世
界
の
舞

台
へ
羽
ば
た

い
て
い
る
選

手
が
い
る
。

本
市
に
は
、

ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
等
で
功

績
卓
絶
な
者

に
対
し
、
市

民
栄
誉
賞
表

彰
制
度
や
名

誉
市
民
の
称

号
を
贈
る
制

度
が
あ
る
が
、

報
奨
金
を
支
給
す
る
た
め
の

基
金
創
設
ま
で
は
考
え
て
い

な
い
。
現
在
、
全
国
大
会
等

出
場
激
励
金
制
度
が
あ
り
激

励
金
を
支
給
し
て
い
る
が
、

金
額
の
見
直
し
や
、
世
界
大

会
及
び
全
国
大
会
で
優
勝
し

た
選
手
に
は
、
報
奨
金
を
支

給
す
る
よ
う
な
制
度
を
検
討

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

◦
新
玉
名
駅
駐
車
場
に
つ
い

て

スポーツ振興基金設立について

報奨金を支給する基金創設は考えていな
いが激励金制度や報奨金支給制度を検討

▲世界カデット選手権で優勝した、北稜高校レスリング部１年　
大野真子さん

▲現在の境川の状況

吉田 憲司
（創政未来）

赤松 英康
（市民改革クラブ）

前田 正治
（共産党）

德村 登志郎
（公明党）

▲レインボーフラッグはレズビアン、ゲイ、
バイセクシャル、トランスジェンダーの尊
厳とLGBTの社会運動を象徴する旗

☞※捷
しょうすいろ

水路部
ぶ

護
ごが ん

岸工
こう じ

事…河川の氾濫防止のために、蛇行した河川を直線的にする工事
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一般質問一般質問

質
問

質
問

答
え

答
え

質問

質問

答え

答え

質
問

質
問

質
問

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

が
始
ま
っ
て
10
年
が
経
過
す

る
が
、
本
市
の
納
税
状
況
の

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
国
に
お
い
て
返
礼
品

の
規
制
な
ど
に
着
手
す
る
予

定
で
あ
り
、
今
後
、
本
市
と

し
て
新
た
な
返
礼
品
の
開
発

や
、
情
報
発
信
の
強
化
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
の

本
市
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
伺
う
。

答
え

本
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
額
は
、
平
成
29
年
度
実
績

で
約
２
千
９
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
寄
附
額
は
年
々

増
加
し
て
い
る
が
、
玉
名
市

民
に
よ
る
他
自

治
体
へ
の
寄
附

額
も
増
加
し
て

い
る
た
め
、
寄

附
額
か
ら
業
務

に
要
し
た
経
費
と
市
民
税
の

減
収
額
を
差
し
引
い
た
効
果

額
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
者
の
ほ

と
ん
ど
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用

さ
れ
て
い
る
た
め
、
寄
附
の

受
付
を
行
な
う
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
充
実
を
図
り
、
返
礼

品
の
品
数
を
増
や
す
と
と
も

に
、
そ
の
魅
力
を
最
大
限
に

ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
地
域

産
業
の
活
性
化
と
寄
附
額
の

増
額
を
目
指
す
。

そ
の
他
の
質
問

◦
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
事
業

◦
玉
名
市
ま
ち
、
ひ
と
、
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ

い
て

質
問

現
在
、
新
玉
名
駅
周

辺
は
農
業
振
興
地
域
で
あ
り
、

道
路
も
大
部
分
が
農
道
で
あ

る
。
市
道
と
し
て
整
備
す
る

に
は
、
測
量
、
用
地
交
渉
、

文
化
財
調
査
が
必
要
と
な
り
、

非
常
に
時
間
が
か
か
る
。
ま

た
、
軟
弱
地
盤
の
た
め
、
余

盛
を
し
転
圧
を
か
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、

市
道
認
定
は
全
路
線
一
緒
に

行
な
い
、
排
水
路
に
つ
い
て

も
同
時
に
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
え

今
回
策
定
し
た
新
玉

名
駅
周
辺
等
整
備
基
本
計
画

に
掲
載
し
て
い
る
整
備
計
画

は
、
あ
く
ま
で

も
開
発
の
方
向

性
を
示
し
た
概

算
で
の
整
備
計

画
で
あ
る
。
道

路
網
や
排
水
路
な
ど
公
共
イ

ン
フ
ラ
を
具
体
的
に
整
備
し

て
い
く
た
め
に
は
、
民
間
企

業
や
地
権
者
の
意
向
等
を
踏

ま
え
た
詳
細
な
実
施
計
画
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
、
実
施
計
画
策
定
の
中
で
、

道
路
網
と
合
わ
せ
て
排
水
路

に
つ
い
て
も
一
体
的
に
計
画

し
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

進
め
て
い
く
。
な
お
、
策
定

に
つ
い
て
は
来
年
度
中
を
予

定
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
玉
名
市
所
有
の
土
地
有
効

利
用

◦
玉
陵
小
学
校
区
に
お
け
る

全
体
計
画
に
つ
い
て

▲農業振興地域の状態のまま

新
玉
名
駅
周
辺
の
道
路
網
の
計
画
的
配
置
は
排

水
路
の
整
備
と
一
体
的
に
計
画
す
べ
き
で
あ
る
！

魅
力
あ
る
玉
名
市
独
自
の
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
確
立
を
！

排
水
路
整
備
等
も
含
め
た
整
備
計
画
を
策

定
後
、公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
て
い
く

寄
附
受
付
の
窓
口
や
返
礼
品
を
充
実
さ
せ
、
地

域
産
業
の
活
性
化
と
寄
附
額
の
増
額
を
目
指
す

質
問

最
近
の
災
害
は
、
世

界
中
で
大
雨
、
地
震
、
想
定

外
の
大
災
害
が
発
生
し
て
い

る
。
日
本
も
最
南
端
か
ら
最

北
端
ま
で
毎
日
、
大
小
の
地

震
が
発
生
し
て
い
る
。
想
像

を
絶
す
る
災
害
が
発
生
し
て
、

自
然
が
も
た
ら
す
我
々
が
知

り
得
な
い
未
知
の
力
、
影
響

を
未
然
に
防
ぐ

科
学
の
力
も
な

い
。
地
震
発
生

時
の
避
難
場
所

は
、
余
震
の
危

険
も
あ
る
が
耐
震
設
備
は
十

分
か
。
ま
た
、
各
施
設
の
発

電
装
置
の
設
置
、
非
常
食
、

備
品
の
備
え
は
十
分
か
。

答
え

市
内
43
カ
所
の
指
定

避
難
所
に
お
い
て
は
、
新
耐

震
基
準
に
よ
る
耐
震
化
が
完

了
し
て
お
り
、
地
震
発
生
時

に
全
て
の
避
難
所
を
利
用
で

き
る
。
ま
た
、

本
庁
及
び
支

所
に
は
、
発

電
装
置
を
完

備
し
、
今
後

も
避
難
所
設

備
の
充
実
に

努
め
る
。
備

蓄
品
は
、
飲

料
水
、
非
常

用
食
糧
等
を

始
め
と
す
る

各
種
物
資
を
、

人
口
の
５
％

程
度
を
目
標

に
備
蓄
計
画
を
進
め
て
い
る
。

飲
料
水
メ
ー
カ
ー
4
社
と
市

内
2
社
の
大
型
量
販
店
に
よ

る
災
害
協
定
を
締
結
し
、
不

足
す
る
非
常
食
や
飲
料
水
等

の
物
資
に
つ
い
て
、
速
や
か

に
供
給
で
き
る
よ
う
万
全
の

対
策
で
対
応
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
新
玉
名
駅
前
の
住
宅
地
開
発

に
つ
い
て
土
地
取
得
価
格
は

◦
住
宅
用
地
と
し
て
の
開
発

整
備
費
用
の
見
積
も
り
に

つ
い
て

境川・繁根木川・菊池川氾濫の時の防
災対策は　避難場所の設備は万全か

防災計画により避難場所の指定を行
ない予防的避難や共助の充実を図る

質
問

毎
年
20
万
人
近
く
の

観
光
客
を
導
く
こ
と
が
で
き

る
高
瀬
裏
川
公
園
の
花
し
ょ

う
ぶ
。
花
の
管
理
は
指
定
業

者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
が
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

を
得
れ
ば
、
管
理
費
用
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
。

現
在
の
高
瀬
裏
川
公
園
の
管

理
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
市
の
中
心
的
な
風

情
あ
る
場
所
が
、
賑
や
か
に

集
え
る
場
と
な
り
、
市
民
の

健
康
増
進
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
が
。

答
え

花
し
ょ
う
ぶ
の
管
理

状
況
に
つ
い
て
は
指
名
競
争

入
札
で
業
者
を
決
定
し
、
１

年
間
の
管
理
業
務
委
託
を
行

な
っ
て
い
る
。

近
年
、
開
花

状
況
も
良
く

な
っ
て
お
り
、

今
後
、
更
に

花
数
が
増
え

る
よ
う
請
負

業
者
や
関
係

団
体
と
連
携

を
図
る
。
ま

た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の

協
力
に
つ
い

て
は
、
一
緒

に
作
業
を
行

な
う
事
で
公
園
を
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
活

用
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
う

が
、
今
ま
で
の
経
緯
か
ら
、

行
政
の
み
の
判
断
で
決
定
で

き
な
い
の
で
、
今
後
、
地
元

の
関
係
団
体
や
花
し
ょ
う
ぶ

実
行
委
員
会
と
協
議
し
て
い

く
。そ

の
他
の
質
問

◦
玉
名
市
総
合
体
育
館
の
暑

さ
対
策

◦
道
徳
教
育
に
つ
い
て

高瀬裏川公園の管理を市民ボランティ
アで行なう考えは

高瀬裏川花しょうぶ祭りは、実行委員
会で構成され関係団体との協議が必要

▲避難場所としても利用される玉名市総合体育館(桃田）

▲ふるさと納税の返礼品に新たに加わった　”ランニング
足袋「KANAKURI」”

古奥 俊男
（新生クラブ）

吉田 真樹子
（創政未来）

北本 将幸
（創政未来）

田畑 ひさよし
（市民改革クラブ）
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一般質問

質問答え質
問

合
併
協
議
会
の
約
束

事
で
あ
る
岱
明
町
公
民
館
建

設
に
つ
い
て
は
、
現
地
に
建

て
か
え
る
事
で
あ
っ
た
が
二

転
、
三
転
し
、
よ
う
や
く
今

年
の
３
月
定
例
会
で
早
期
の

事
業
化
を
求
め
、
早
急
に
対

応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ

れ
ま
で
の
経
緯
や
状
況
を
熟

考
し
た
結
論
と
し
て
、
現
地

に
建
て
か
え
と
な
る
大
英
断

で
あ
っ
た
。
半
年
が
経
過
し

た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
建
設
規
模
に
つ
い
て

も
十
分
検
討
し
て
欲
し
い
。

答
え

岱
明
町
公
民
館
建
設

は
、
現
地
建
て
か
え
に
む
け

て
、
地
域
住
民

や
利
用
者
団
体

等
と
の
意
見
交

換
を
行
な
い
、

機
能
面
を
重
視

し
た
各
部
屋
の
面
積
や
設
備

内
容
を
積
み
上
げ
て
い
く
。

区
長
会
、
支
館
長
、
利
用
者

団
体
等
に
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
方
向
性
に
つ
い
て
説
明

し
、
個
々
に
意
見
交
換
を
行

な
っ
た
。
ま
た
、
公
民
館
と

し
て
の
機
能
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
る
適
正
な
規
模
及
び
設

備
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、

周
辺
施
設
の
機
能
を
考
慮
し

た
公
民
館
建
設
に
す
る
た
め
、

関
係
各
課
と
の
協
議
を
行
な

っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

◦
岱
明
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン

タ
ー
と
周
辺
計
画
に
つ
い

て

▲現在の岱明町公民館

岱
明
町
公
民
館
建
設
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か

岱
明
町
公
民
館
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
周

辺
施
設
の
機
能
を
考
慮
し
た
建
設
と
す
る

江田 計司
（無会派）

① 大河ドラマ館やゆかりの地への交通手段について

⑴市は、シャトルバスを計画しているが、ラッピング

を施したり、利用状況、財政面、ニーズ等を考慮し、

タクシー等の導入も検討していくこと。

② 誘客のための情報発信の取り組みについて

⑴全議員による、ＰＲ動画を作成中。市としても、ＰＲ動画を作成すること。

⑵輸送業者にラッピングやマグネットシートの働きかけ。

⑶玉名市にゆかりのある方を「ＰＲ大使」に任命し、ＰＲ活動をお願いする。

③ にぎわいの創出（おもてなしの取り組み）

⑴大河ドラマ館に隣接した、常設のステージを作ること。

⑵飲食店や観光スポットの案内板、マップを作成すること。

金栗四三地域創造戦略特別委員会から市長へ『提言書』を提出

金栗四三

大河ドラマで

玉名市をPR！！

　議員全員でＰＲ動画を作成しま

した。大河ドラマを活かした地域

活性化に取り組んでいます。ユー

チューブ等でご覧になれます。ぜ

ひ見てください。

金栗四三PR動画撮影風景

議長室での代表者会議

金栗四三氏の記念碑とお墓

玉名温泉しらさぎの足湯

玉名市内のラーメン店

全員協議会

玉名市役所本庁玄関前

母校玉名高等学校にある金栗四三銅像

そうよで

PRすっばい

ちゃんと

映っとるかな！？

しっかり

玉名ばＰＲせなん

どたい

玉名がPR

できますように

やっぱ

気持ちよかな〜

見てはいよ〜

金栗さんも

しぃ〜とらした

てったい!!

ドローンの操縦は

むずかしか〜

あれ!?

提言書を市長へ提出
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12月定例会の予定

11月 26日㈪ 議会運営委員会

12月 3日㈪ 定例会開会

11日㈫ 一般質問

12日㈬ 一般質問

13日㈭ 一般質問

14日㈮ 一般質問（予備日）

17日㈪ 総務委員会

18日㈫ 建設経済員会

19日㈬ 文教厚生委員会

26日㈬ 採決・定例会閉会

※都合により変更になることがあります。
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☆ホームページのアクセスは、検索画面で を入力してクリック！ 玉名市議会 ￨ 検索

〜 傍
聴のご案内 〜

議会
はど
なた
でも

傍聴
でき
るに
ゃ〜
ん。

玉名
市政
につ
いて
活発
な議
論が

行な
われ
てる
よ〜
！来
てね
〜。

（場
所：
本庁
４階
　議
場）

	 議会広報広聴特別委員
	 （委員長）北本　将幸　　（副委員長）德村登志郎

	 （委 員）吉田真樹子　　吉田　憲司　　一瀬　重隆　　赤松　英康　　古奥　俊男　　多田隈啓二

城戸 淳 議員　辞職
　城戸淳 議員が平成30年９月27日（９月定例会閉会日）一身上の都合により辞職されました。議

員数22名から21名へ減。それに伴う補欠選挙は行なわれません。

議場でもお揃いのポロシャツでＰＲ！！

「背景画」
玉名女子高等学校
アニメデザインコース 「金栗四三タマにゃん」

田尻孝子様作
上小田中在住

　平成、最後の「夏」。また、日本列島で豪雨、台風、地震による災害が発生し、数多くの尊い命が失われました。
そして、私のかかりつけである近所のお医者さまが突然亡くなられた。先週、いつもどおり診てもらったばかりな
のに・・・。明日が来るのは「奇跡」なのかもしれない。
　そして、いよいよ大河ドラマ「いだてん」の放送開始が秒読み段階に入った。玉名市としても「奇跡」の追い風
に乗って、息の長い活性化につなげたい。市民の皆様、いっしょに盛り上がっていきましょう！

広報広聴特別委員　吉田　憲司

編集後記


